
令和２年度相談支援体制の見直しについて 

 

令和２年１０月これまでの障害者相談支援事業を強化する形で各区に１か所

ずつ障害者基幹相談支援センターが設置されました。同時期に拠点も２か所増

設されました。地域自立支援協議会の体制についても強化されました。 

具体的な見直しの内容については次のとおりです。 

 

(1)障害者相談支援事業等の見直し 

運営時期 ～令和２年９月末 令和２年１０月～ 

事業名 (1)障害者相談支援事業 

(2)知的障害者生活支援事業 

障害者基幹相談支援センター 

設置数 (1)６か所 (2)１か所 各区に１か所ずつ計６か所 

人員配置 (1)障害者相談支援事業 

相談員（１人以上は社会福祉士等

の有資格者） 

３人×６か所 計１８人 

(2)知的障害者生活支援事業 

相談員（有資格者）１人×１か所 

(1)+(2)計１９人 

①専門職（全員が社会福祉士等の有

資格者） 

中央区：５人以上、美浜区：３人

以上、その他の区：４人以上 

計２４人以上 

②事務職：各区：１人以上 

計６人以上 

①+②計３０人以上 

兼務 特定相談・障害児相談支援事業と兼

務可 

特定相談・障害児相談支援事業と

の兼務はＲ３年度末までに解消 

開所時間 各事業所によって異なる 月～土 ９～１７時 

※緊急時は電話連絡に応じる体制

を確保 

相談 一般的な相談 一般的、総合的、専門的な相談 

（すべての障害種別に対応） 

相談の 

対象者 

各事業所が市民（市内全域）を対象

に実施 

原則として各区のセンターが各区

民を対象に実施 

協議会の 

運営 

２区毎に地域部会、相談支援事業所

意見交換会を運営 

区毎に地域部会、相談支援事業所意

見交換会を運営するほか、各区輪番

で運営事務局会議を運営し、地域

の障害者の支援体制整備に主体的

に関与 

その他 特になし 区内の相談支援事業所への助言、

指導や、地域の児童や高齢等の障

害福祉分野以外の支援機関との連

携強化の取組を実施 
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(2)地域生活支援拠点の増設 

開設 法人名 事業所 特徴 

平成２９年４月 (福)あしたば 中野学園 知的障害に強い 

令和２年１０月 (福)宝寿会 若葉泉の里 身体障害に強い 

令和２年１１月 (福)ワーナーホーム フジェール・鎌取相

談支援センター 

精神障害に強い 

• 人員体制は、各拠点ともに管理者１名・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ１名・事務補助１名 

• ３拠点とも全ての障害種別に対応するが、強みの違う法人へ委託 

• 令和２年９月まで中野学園では若葉区、緑区の区民を対象に実施していた

が、１０月からは２拠点（１１月からは３拠点）とも市民（市内全域）を対

象に支援を実施 

• ３拠点とも緊急受入及び体験利用のための空床を２床確保 

 

(3)地域自立支援協議会の体制強化 

1. 運営事務局会議の運営主体が、市直営から各区障害者基幹相談支援センタ

ーの輪番制へ変更 

2. 地域部会及び相談支援事業所意見交換会が２区毎から１区毎へ組織変更 

3. 相談支援事業所意見交換会→各区基幹により２か月毎から毎月開催へ変

更 

4. 委員構成の見直し 

(ア) 障害者相談支援事業者及び知的障害者生活支援事業者から各区障害者

基幹相談支援センター事業者へ変更 

(イ) 全体会及び運営事務局会議に拠点コーディネーター、千葉市精神障害

にも対応した地域包括ケアシステム構築推進連携会議委員が加入 

(ウ) 全体会、運営事務局会議及び地域部会に(福)千葉市社会福祉協議会が

加入 

 

 

 


